
令和２年度　大分市電動アシスト自転車普及促進事業

・貸出期間　：　令和2年10月上旬～令和3年2月下旬
・貸出対象　：　令和2年4月1日時点で60歳以上の市民

（利用者内訳）

・電動アシスト自転車の主な利用目的は何でしたか？（複数回答）

・電動アシスト自転車の利用頻度はどのくらいでしたか？
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年代 性別 人数（人） 構成比
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・電動アシスト自転車を利用する前の主な交通手段は何ですか？

・電動アシスト自転車の利用により、問３で回答した主な交通手段に変化はありましたか？

・電動アシスト自転車を使ってみていかがでしたか？（複数回答）
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・電動アシスト自転車を利用して、外出頻度は増加しましたか？

・電動アシスト自転車を利用して、外出距離は増加しましたか？

・電動アシスト自転車を利用して、健康面・体力面・精神面での変化はありましたか？
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・電動アシスト自転車を利用して、健康面・体力面・精神面での具体的な変化について（自由記述）

・今後も電動アシスト自転車を利用したいですか？

・電動アシスト自転車を購入されますか？
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電動アシスト自転車の利用による健康面・体力面・精神面での具体的な変化（主な意見）

・外出機会が増加した。

・運増量が増加した。

・体調が改善した。

・体を動かすことで、食欲が増したり、寝つきが良くなった。

・体力、脚力が向上した。

・自動車利用から自転車利用に転換できた。



・電動アシスト自転車は免許返納後の代替交通手段になると思いますか？

・電動アシスト自転車に乗る際は自転車ヘルメットを着用しましたか？

・今後も自転車ヘルメットを着用しますか？

なる

36人

62.1%

どちらともいえない

15人

25.9%

ならない

7人

12.1%

n=58

必ず着用した

27人
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44.1%

着用しなかった

6人

10.2%

着用したい

51人

87.9%

着用するつもり

はない

7人

12.1%
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・自転車の利用環境について（自由記述）

・事業全般についての意見・感想（自由記述）

自転車の利用環境について（主な意見）

・歩道の傷みや段差のある箇所が多い。

・車道を通行するのは、怖かった。

・自転車専用道路が少ない。

・歩道が自転車通行可なのか、分かりづらい。

事業全般についての意見・感想（主な意見）

・電動アシスト自転車を購入するきっかけになった。

・高齢者が免許返納後の代替手段として利用できる。

・高齢者が免許返納後の代替手段として利用するのは、危険に感じる。


